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組織概要 
1) 事業者及び代表者名 

          株式会社 電精社 
          代表取締役社⻑ 岡本 延明 
 

2) 所在地 
本社及び土浦工場 
〒300-0012 茨城県土浦市神⽴東 2 丁目 8 番 1 号 

 
3) 環境保全関係の責任者及び担当者連絡先 

環境管理責任者︓ 品質管理課 山﨑 美広 
担当者      ︓ 品質管理課 石川 愛理 
連絡先      ︓ TEL 029-831-3991/FAX 029-831-6097 

 
4) 事業内容 

ワイヤーハーネスの製造 
 
5) 事業の規模 

2024 年度年商 ︓1288 百万円 
従業員数︓70 名(2024 年 3 月末現在) 
工場延べ⾯積︓1,409 ㎡ 

 
6)  実施体制 

 環境経営計画に基づき、各部門、担当ごとに活動テーマ展開する。 
 

 

対象範囲 
1) 取り組みの対象組織 

株式会社 電精社 本社及び土浦工場(土浦市神⽴東２丁目８番１号) 
第 2 工場(土浦市神⽴東２丁目８番７号) 
第 3 工場(土浦市神⽴東２丁目 10 番 18 号) 
第 4 工場(土浦市神⽴東２丁目 10 番 14 号) 
 

2）   認証・登録範囲 
             ワイヤーハーネスの製造 

代表者

環境管理課

実⾏体

役員会

環境管理責任者
(苦情受付窓口)
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環境経営方針 
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環境経営計画  
環境経営計画として、以下の 4 つの観点からアプローチし、現在では「環境×品質」の両⾯から取り組みを 

実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
3 つの環境目標、5 つの品質不良低減目標を掲げ、 

持続的な改善活動に取り組んでいます。 

•各不良数記録・集計

•不良通知システムの導入

•分別の実施状況確認

•廃棄量記録・集計

•節水励行・掲示チェック

•水使用量記録・集計

•温度管理・消灯確認

•エコドライブ-10の励行

•CO₂記録・集計

CO

削減

水

削減

不良

低減

ごみ

削減

環境経営 
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エコアクション年表 〜これまでの歩み〜 

2006年 エコアクション取り組み開始 認証登録

2009年 電線加工不良の低減活動 導入

2011年 ソーラーパネル設置 (販売用)

2012年 電気軽自動車(Miev)導入

2012年 照明LED化 推進開始

2015年 風力発電 導入検討

2016年 オイルヒーター導入

2017年 節水活動

節水こま、音姫の導入、トイレタンク溜水の水量削減

2017年 紙ゴミの資源化

2018年 ファンヒーター導入

2018年 エコキャップの回収開始

2018年 製造不良低減を目標に

2019年 エアカーテンの設置

2020年 エアコン室外機カバー設置

2021年 SDGs推進会議 開催

2022年 時短社員制度の導入

2023年 役職者の目標活動 個人からチームへ

不良低減をテーマとし共同活動
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中⻑期環境経営目標 
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当年度目標と実績 

 

 

当年度の取り組みと次年度目標 
1) ⼆酸化炭素排出量削減 

今年度は、暖房の温度設定を 20℃➔19℃へ⾒直したことにより 

電気量の使⽤量が減少し、目標達成の結果となりました。 

2025 年度も引き続き、節電の呼びかけに努めていきます。 

2) 廃棄物排出削減 
2020 年度より、ダンボール・紙ゴミは、”再資源化”となるため、 

集計結果から除外し、特別管理としました。今年度は、実際の廃棄物を使⽤した 

分別指導を⾏ったことにより、従業員の理解が深まりました。 

2025 年度も更なる分別徹底に努めていきます。 

3) 総排⽔量削減 
今年度は、排⽔量の増減なし。今後の⼈員増加を視野に更なる節⽔活動を継続します。 
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4) 全員参加の環境活動 
今年度は、会社周辺清掃を実施しておりません。 

5) 製造不良の低減 
今年度は、不良通知システムの導⼊により、不良のリアルタイムの通知が可能となりました。 

さらに、不良データの集計⽅法も拡充され、より多角的な分析が⾏えるようになりました 

2025 年度は、各作業者が前後工程の作業を知ることで、 

知識の向上を図る活動を推進します。 

 

当年度の取り組み事例 
 

2024 年 5 月 協⼒会社との意⾒交換会  

 EA21 に取り組んでいる協⼒会社のご担当者が来社され、意⾒交換会を実施しました。 
            お互いの取り組み内容や考えを共有し合う貴重な機会であり、有意義な時間となりました。 

            今後も互いに協⼒し、推進していくための第⼀歩目となりました。 
 

  

 
2024 年 7 月 LED 導入検討  

 過去に導⼊した LED が経年劣化により、以前より光量が少なくなったため 

交換を検討しました。 

光量は下がっているが、問題の無いレベルであること、交換するフロアを限定すると 

期待される電気料⾦の削減にはつながらないことなどの理由から、今回は⾒送りとなりました。 

 

2024 年 9 月 雷対策⽤のテーブルタップ導入  

 落雷による機器故障を防⽌するため、各エリアのテーブルタップを雷対策⽤へと 

 交換しました。 
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年間実績＿環境部門 

 



 

 

11 

 

年間実績＿製造部門 
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実績推移 (過去 6 年間) 
■CO₂排出量 

    
■廃棄物排出量 

    
■総排⽔量 
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主な活動内容 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エアコン設定温度

【夏季：26℃・冬季：19℃】

空調時:遮光ブラインドの活用

出入口開放禁止

始業前・休憩時間・就業後 消灯

長時間 未使用設備は電源OFF

長期休暇中 コンセント取り外し

｢エコドライブ10のすすめ｣の励行

産業廃棄物の分別廃棄を徹底

紙ごみの分別､可燃ごみの減量化

エコキャップ回収

蛇口付近に節水掲示
「手洗い時に水出しっ放しにしない」
「水漏れを発見したら上司に報告」

活動＆ルール        … 

空調エアカーテン設置

タコ足コンセントのテーブルタップ化

工場内蛍光灯 LED化の推進

電気自動車の購入、運用

設備              … 

全従業員による会社周辺の清掃

2014-2017実施

活動＆ルール        … 

全水道に節水こま導入

トイレタンク溜水の水量削減

トイレ擬音発生機の設置

活動＆ルール        … 

設備              … 
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品質向上に向けた取り組み 
 

-役職者による目標活動 - 
当社における課題について半期毎に、目標を定め 

活動しております。役職者が主体となって、定期的な 

進捗会議を開催し、目標達成に向けて取り組んでいます。 

 
2023 年には、個⼈からチーム活動となり、当初の最大の課題で

あった「不良流出」について取り組みました。 

2023 年上期テーマは 

【 発生を減らす させることで 流出を減らす 】 

不良をそもそも発生させないという視点で 

A チーム(切断圧着)と B チーム(組⽴)に分かれ活動。 

 

 

初のチーム活動、不良の分析、作業者へのアンケート、ヒヤリング、、、                                 

新たな取り組み⽅に対して、チームでの多角的な視点から考察へと繋がりました。 

その成果として実態に即した様々な対策。さらには、それぞれのチームでのアプローチの違いが⾒られ、 

これまでにない新たな⼀歩を踏み出せました。 

 

   

 

 

Team A 

 

 

 

  Team B  
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2023 年下期は、各チームが別のテーマを掲げて取り組みました。 

 

Team A 

 

 

 
 

Team B  
 

 

 

 

 
いずれのチームも従業員からの意⾒を取り⼊れ、新システムを導⼊し大きな改⾰へと繋がりました。 

 

業務改善の取り組み  
 

-役職者による目標活動 – 
 

2024 年上期は、全員でひとつの課題に対して、共同での取り組みとなりました。 

 
理論的な工数算出という難解な課題について、今後の⾜掛かりとなるアプローチとなりました。 

結果、工数算出には至りませんでしたが、分析の過程において VBA や関数計算などの 

新しいチャレンジをしたことは、今後に活かせる最大の成果です。 
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-個人による改善提案 -  
当社では、2015 年から改善活動の⼀環として 

 “BA カード制度” を導⼊しています。 

従業員⼀⼈ひとりのひらめきが、大きな改善につながっています。 

これまでに累計総数 360 件の BA 案が、各従業員から提案されてきました。 

 

 

 

直近の半年間(2024 年下期)には、12 件の BA カードが採⽤されています。 

指導要領書や環境の観点からの提案もあり、取り組みの幅はさらに広がりを⾒せています。 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視野が狭い、両⼿が塞がる、中腰姿勢を
改善した運搬具 

新人向けの指導要領書 
『報告書の書き方』 

BA 大賞 

コルゲート置場改善       
⾒栄え・作業性 Good︕ 

今期唯⼀の環境改善︕ 
低コストで暑さ寒さ対策 

粘着テープカッター⽤補助部品
3D プリンターデビュー作︕ 

図面格納庫改善      
図面庫からファイリングへ 

 

収納の工夫も… 
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環境関連法規等の遵守状況の確認 
及び評価の結果並びに違反､訴訟等の有無 

当社の事業活動に関連する、主な環境関連法規等を示します。 

 

1） 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果 
環境関連法規等の取り纏めチェックリストに基づき、毎月チェックを⾏い､遵守状況の確認を⾏い､ 

問題はありません。また､年 1 回､環境関連法規の改正チェックを⾏い､管理内容の変更有無を確認しています。 

2） 違反、訴訟等 
環境関連法規等の遵守・評価確認の結果、環境関連法規への違反はありません。なお､関係 

当局よりの違反等の指摘は､過去 5 年間ありません｡⼜､地域住⺠など外部からの苦情等もありません。 

 

 

 

 

 

 

法令名 主な該当する活動 評価項目 遵守性 

廃棄物処理法 産業廃棄物の排出 

□委託契約書の所在(許可証の確認) 

遵法 

□管理票の適切な発行と管理 

□管理票の 5 年間保管 

□管理票交付状況等報告確認 

□保管基準の遵守 

家電リサイクル法 廃家電の適正処理 □適正な引き取り業者への引渡し 遵法 

フロン排出抑制法 
業務用空調機の 

適正管理と適正廃棄 

□機器の点検･漏えい防止・履歴の記録と保存 

遵法 
(2015 年 4 月以降適用) 

□適正な引き取り業者への引渡し 

□適正な料金の支払い 

自動車リサイクル法 廃自動車の適正処理 □適正な引き取り業者への引渡し 該当なし 

PC リサイクル法 
廃業務用パソコン等の

適正処理 
□適正な引き取り業者への引渡し 該当なし 

  □適正な料金の支払い  
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代表者による全体評価と⾒直しの結果 
 

    環境目標は概ね良好な状況である。一方で、目標未達となっている項目については、 

対策やルールが工程において徹底されているかどうか、確認が必要である。 

 

     また、電気や水といったエネルギーの使用状況については、それぞれが何に使用されて 

いるか、特に使用量が多いものは何かを明確にし、原因を追及することが求められる。 

 

今後も引き続き、新たな取り組みや改善活動を積極的に進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


